
彰

に
来
て
ゐ
ゑ 堅

の
｛

１

」
少
乏
知
層
伐
菖
弓
て
峠
の
茶
屋
を
た
貢
ぞ
来
迄

兇
叉

マ
メ
α
Ｅ
赤

王
つ
と
。
甲

班
蘇
堰
降
り
き
っ
た
岳
麓
の
吉
田
シ

』
の
ひ
些
硝
智
尉
脾
磨
勾
私
が

〈聯

風
雅

青
く
透
き
ル
ほ
る
や
う
で
私
は
、
測
噌
化
か
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
脚
気
が
し
迄
富
士
が
、

酋
麓
の
町
の
特
徴

信
屋

2

劣
茅

腰信
咽
″
ウ
■
■

八
巻
易

”
｛
酔
賃

鬘
知
っ
て
ゐ

お際

口--蟹ノ
し
づ
Ｉ
夢
の
↑

一
／
Ｌ
利
一
《
罐

ｐ

ｏ

一

一



八）

ダ
ハ
ム
↓

鞭
於
ソ
か
雪
汐
な
富
士
は
俗
で
息
譽
て
ゐ
た

、
鯏
鰄
對
削
剛
切
に
青
い
の
だ
。
燐
が
燃
え
て
ゐ
る
や
う
唾
感
じ
だ
つ
禮
引
騒
火
。
狐
火
。
僻
と
し
ゃ
が
ん
で
言
つ

』

た
ゑ
す
墓
窯
の
葉
。
私
は
、
激
高
詞
身
持
で
掲
掌
、
君
守
宮
歩
の
で
娘
さ
ん
埼
内
催
討
忍
た
の
か
も
知
れ
蕊

い
た
。
耐
刷
り
音
惚
け
が
、
帥
凶
約
＃
〃
で
海
い
や
う
に
、
慨
の
生
き
心
の
の
や
う
に
、
が
「
勺
胤
Ⅲ
り
富
士
は
、
雪
が
降
ら
な
け
弛
熈
掴
醐
頑
も
の
だ
。
」
勝
利
削
削
円
価
顔
を
し

調
蕊
認
瀦
蕊
議
濁
蕊
舞
撫
γ
脈
胤
篁
認
籔
巷
迄
，

私
は
可
ど
て
ら
着
乙
山
を
歩
き
ま
は
っ
て
月
見
草
の
種
迄
両
の
季
の
ひ
ら
に
一
ぱ
い

１

７
う

私
喝
自
分
を
励
側
卿
噌
思
っ
迄
ち
ょ
っ
と
気
取
っ
て
ふ
と
」
ろ
手
し
て
歩
い
亀
ず
と
っ
て
来
て
子
況
を
茶
店
の
浄
戸
に
捗
り
」
や
っ
て

１

；
》

ゐ
ふ
ん
自
分
が
、
い
い
搦
似
や
う
に
思
は
れ
庵

Ｌ

’
’
’
八
川
『
吉
田
に
一
泊
し
て
、
あ
く
る
日
、
御
坂
へ
帰
っ
て
来
た
ら
、
茶
店
の
お
か
み
さ
ん
は
、
に

夕

７

３やに
重
く
っ
て
、
十
五
の
娘
さ
隣
、
砂
と
し
て
ゐ
た
。
私
は
、
采
潔
な
こ
と
を
し
て
来

夕
。
ｖ

翠
た
の
で
は
掘
脚
切
例
ふ
こ
と
を
、
そ
れ
と
な
く
知
ら
せ
脳
１
４
判
肌
耐
一
日
の
行
勵
唯
、
剛
ノ

ー

蹴
謝
薗
預
の
に
、
槻
靭
こ
寮
に
言
ひ
た
て
迄
泊
っ
た
宿
屋
群
前
、
吉
田
の
家
で
あ
る
か
ら
、
割
胤
司
雲
さ
れ
森
。
峠
の
頂
上
か
ら
、
バ
ス
で
三
十
分
程
ゅ

感
謝
薗
預
の
に
、
脚
靭
こ
顎
に
言
ひ
た
て
迄
泊
っ
た
凛
身
前
、
吉

旬

治
●

》
お
酒
か
陳
、
月
夜
富
士
、
財
布
を
落
し
と
」
典
駒
肋
璽
言
っ
た
。
側
釧
創
り
機

直
つ
差
怜

‐
川
伽
訓
制
噂
さ
ん
！
起
き
℃
見
よ
！
」
か
ん
高
い
声
・
恥
馴
聯
、
茶
店
の
外
需
、
姫
さ
ん

、
Ｉ
ノ
夕
の

叫
し
た
の
で
私
は
、
し
ぷ
し
ぶ
起
き
て
廊
下
へ
出
て
見
亀

娘
さ
ん
仇
Ｊ
興
奮
し
Ｐ
頬
を
劇
づ
汎
悩
し
て
ゐ
た
。
糾
制
別
ｒ
聖
を
指
さ
し
迄
見
る
と
、

割
。
《
〃
吃
…
た
菅
士
瞳
叡
奴
降
っ
た
の
怠
汕
頂
が
、
ま
つ
し
ろ
に
、
光
り
か
が
ゃ
い

’

の

て
ゐ
庵
鯛
坂
の
富
士
も
、
ば
か
に
で
き
ｔ
似
雰
思
っ
庵

「
い
い
ね
。
戸

●

と
笹
”
て
兜
個
肖
娘
さ
抽
枢
備
意
さ
う
に
、
．
・

「
窪
ら
し
い
で
せ
ぅ
？
」
令
ぃ
言
葉
使
っ
て
「
御
坂
の
富
士
は
、
こ
れ
で
も
、
務
巽

ら中

尋/誉
の

母

堂
函 、
垂総

磯迄蔓す

景
の
説
明
を
し
て
呉
れ
か
吋
拘
Ⅳ
い
Ｗ
ど
き
ど
き
誹
淵

的
な
口
調
で
鋼
れ
が
三
シ
峠
、
向
ふ
が
河
口
湖
、
わ
か

●

呉
れ
か
脚
。
を
加
祇
Ｗ
と
き
ど
き
、
勵
酎

ぃ
茶
色
の
驚
箪
響
白
ぃ
端
正
の
顔
登
ハ
十
歳
く

の
母
と
よ
く
似
た
霞
驚
ん
と
坐
っ
て
ゐ
て
、
穏
掌
が
、
罰
出
吻
御
．

川
Ｕ
紬
勺
引
侭
甚
だ
散
文

●

孔
が
三
一
ツ
峠
、
向
ふ
が
河
口
湖
、
わ
か
さ
感
叩
伽
ふ
魚
が
ゐ
ま
戊
な

眩
き
旧
似
た
説
）
と
も
あ
ゑ

唖
韮
凱
嘩
諏
睡
確
率
ｈ
で
峠
の
茶
屋
に
引
返
す
途

便
物
を
受
け
取

ー

０
１
Ｉ
ｌ
ｌ
８
ｆ
ｌ
’
１
巾
」

V
-2－
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柵
剃
凱
脚
詞
３
割
”
に
消
え
ず
残
つ
迄

「
お
や
、
月
見
草
。
」

～さう
言
っ
て
細
い
指
で
も
っ
て
路
傍
の

ぎ
て
ゆ
き
、
私
の
目
に
峰
仇
い
ま
、
勅
馴
〃
び

こ

典
眺
め
て
や
っ
た

評
に
籾
§
ん
、
け
ふ
は
富
士
が
よ
く
見
え
ま
畠
と
説
明
と
も
つ
零
、
詞
自

分
ひ
と
り
の
嚇
琴
具
審
言
葉
を
、
蒻
幽
言
ひ
だ
し
て
｜
邸
ツ
ク
サ
ッ
ク
し
よ
っ
書
１

い
サ
ラ
リ
イ
ヅ
や
、
Ａ
き
い
日
本
髪
帆
創
～
口
も
と
を
大
事
に
ハ
ン
ケ
チ
で
お
ほ
ひ
か
く

が
っ
て
、
富
士
に
は
判
鶴
呼
与
へ
ず
、
加
叙
句
富
士
と
反
対
側
の
、
山
路
に
沿
っ
た
断
崖

〃
ヌ
Ｃ

、
吟

を
じ
っ
と
見
つ
め
で
狐
に
は
そ
の
櫛
が
、
伽
臥
箇
汎
ｕ
酬
加
馴
側
ど
快
く
感
ぜ
ら
れ
、
凧Ｉ

も
ま
た
局
士
な
ん
か
、
あ
ん
な
俗
な
山
、
見
学
畠
翅
い
ふ
勧
勵
鼠
職

●
、
忠
ケ

、
Ｉ
Ｉ
Ｊ
１
，
１
ノ
ｆ

し
、
絹
物
ま
と
っ
た
芸
者
風
の
汝
溌
ど
か
ら
だ
を
ね
湾
曲
げ
、
一
せ
い
に
車
窓
か
ら
首

「
／
１
１
ノ
／
あ
い
画
ｗ
じ

三
七
七
八
米
の
富
士
の
山
と
、
立
派
に
相
対
時
し
、

ｅ

老

婆

も

何

発

ら

、

私

に

詞

昌

卿

翼

景

あ

っ

た

の

だ

ら

う

、

ぼ

ん

や

り

ひ

と

●

湯
、
と
か
問
抜

誰
罰
丙
司
御
、
鈴
惨
ん
少
』
一
言

甦
貝
ぜ
て
方

§

た
。
さ
っ
と
、
バ
ス
は
過

月
見
草
の
花
ひ
と
Ｚ

～
‐
Ｉ

ふ
の
か
偽
剛
力
署
で
も
言
ひ
た
い
く
ら
ゐ
、
け
な
げ
烏
謬
金
っ
て
ゐ
野
″
月

見
草
は
、
よ
か
っ
た
。
富
士
に
は
胤
副
刷
園
＃
よ
そ
，
合
鳧

;/妄土－3－
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1●略年譜(フリー百科事典『ウイキペデイア(Wikipedia)｣) *1948年(昭和23年)『人間失格』を発表｡山崎富栄と玉’
1＊1909年(明治42年)青森県北津軽郡金木村大字金木川上水(東京都北多摩郡三鷹町､現･三鷹市)の急流にて’
1字朝日山(現･五所川原市)に生まれる。 入水心中、38歳没(満年齢)｡ふたりの遺体は紐で固く結i
I*1916年(大正5年)町立金木尋常小学校に入学。 ばれていたが､太宰が激しく抵抗した形跡が歴然と残づてi
i＊1923年(大正12年）県立青森中学校(新制県立青森高いた｡このため一部では｢太宰は決行直前になづて気が変｜

|校の前身)入学｡英語作文の成績に優れていた。 わったが､山崎が強引に水の中へ引きずり込んだのだ｣と！
'＊1925年(大正14年)中学の校友会誌に習作｢最後の太の説や､最初から死ぬ気のなかった太宰を､富栄が強引i
i閤｣掲載｡友人と同人誌『星座』発行。 に引きずり込んだともささやかれた｡『朝日新聞』に連載中i
I*1927年(昭和2年)第一高等学校(新制東京大学教養だったﾕｰﾓｱ小説｢グｯド･パイ｣が遺作となった｡奇しく ’
1学部の前身の一つ)受験に失敗し､弘前高等学校(新制もこの作品の'3話が絶筆になったのは､キリスト教のジンクi
1弘前大学の前身の一つ)の文科甲類(文系の英語ｸﾗｽ） スを暗示した､太宰の最後の栖落だ･求とする説(檀一雄） 1

1に入学｡同学年に作家石上玄一郎がいる。 もある｡遺書には｢小説が書けなくなった｣旨が記されていI

| ＊1928年(昭和3年)同人誌『細胞文芸』槌ﾘ刊｡潤沢なたが､一人息子がダｳﾝ症で知能に障害があったことを苦；
i資金を背景に､舟橋聖一や吉屋信子など多数の有名作にしていたのが自殺の原因のひとつだったとする説もある｡1
1家から原稿を貰った｡このころ井伏鱒二の作品を知り､『細既成文壇に対する宣戦布告とも言うべき連載評論｢如是｜
|胞文芸』への執筆を依頼｡井伏の｢薬局室挿話｣はこの時我聞｣の最終回は､死後に掲載された｡なお､夫人宛の遺I
lの作品である。 書には大きな文字で｢おまえを誰よりも愛していました｣とI
！ ＊1930年(昭和5年)東京帝国大学文学部仏文学科入学。書いてあった[要出典]･杉並区堀ﾉ内にて茶毘に付される｡I
門人として井伏鱒二のもとに出入りするようになる｡同年力戒名は文練院大猷治通居士｡墓所は三鷹市の禅林寺。

フェの女給田部シメ子と鎌倉の小動岬で心中未遂を起こ●作品一覧

す｡相手のシメ子のみ死亡したため、自殺常助の容疑で ＊晩年(1936年､砂子屋書房）

検事から取調べを受けたが､長兄文治たちの奔走が実っ ＊虚構の紡樫､ダス･ゲマイネ(1937年､新潮社）

て起訴猶予となった｡なお､この処分については､担当の ＊二十世紀旗手(1937年､版画荘）

宇野検事がたまたま太宰の父の実家である松木家の親類＊愛と美について(1939年､竹村書房）

だ．丈ことや､担当の刑事がたまたま金木出身だ．北ことが ＊女生徒(1939年､砂子屋書房）

太宰にとづて有利に作用したという説もある(中畑慶吉の ＊皮膚と心(1940年､竹村書房）

談話)。 ＊思ひ出(1940年､人文書院）

＊1931年(昭和6年）津島家から除籍され､小山初代と結 ＊走れﾒﾛｽ(1940年）

婚。 ＊女の決闘(河出書房）

＊1933年(昭和8年)『東奥日報』紙に短編｢列車｣を太宰 ＊東京八景(1941年､実業之日本社）

治の筆名で発表｡ペンネームを使った理由を､｢従来の津 ＊新ﾊﾑﾚｯﾄ(1941年､文蕊春秋新社）

|島では､本人が伝ふときには『チシマ』ときこえるが､太宰 ＊千代女(1941年､筑摩書房）
|といふ発音は津軽弁でも『ダザイ』である｡よく考へたもの ＊駆込み訴へ(1941年､月曜荘）

|だと私は感心した｡｣と､井伏鱒二氏の回想｢太宰君｣にて ＊風の便り(1942年､利根書房）
|記されている。 ＊老ハイデルベルヒ(1942年､竹村書房）

| ＊1934年(昭和9年)檀一雄､山岸外史､木山捷平､中原 ＊正義と微笑(1942年､錦城出版社）

|中也､津村信夫等と文芸誌『青い花』を創刊するも､創刊 ＊女性(1942年､博文館）
1号のみで廃刊。 ＊富嶽百景(1943年､新潮社）
! ＊1935年(昭和10年)｢逆行｣が芥川賞候補となり次席｡佐＊右大臣実朝(1943年､錦城出版社）

；藤春夫に師事する。 ＊佳日(1944年､肇書房）
!＊1937年(昭和12年）小山初代が津島家の親類の画学 ＊津軽(1944年､小山書房）

I生小館善四郎と密通していたことを知り､初代と心中未遂、 ＊新釈諸国噺(1945年､生活社）

I離別。 ＊惜別(1945年､朝日新聞社）
i*1938年(昭和13年)石原美知子と婚約｡山梨県に転居。 ＊お伽草紙(1945年､筑摩書房）
;*1941年(昭和16年)長女･園子誕生。 ＊パンドラの厘(1946年､河北新報社）
!*1944年(昭和19年)長男･正樹誕生。 ＊薄明(1946年､新紀元社）
!＊1945年(昭和20年)青森県に疎開。 ＊冬の花火(1947年､中央公論社）

I*1947年(昭和22年）次女･里子(津島佑子)誕生｡太田 ＊ヴイヨンの妻(1947年､筑摩書房）

I静子(1913-1982)の許を訪れた後、｢斜陽｣を書き上げる。 ＊斜陽(1947年､新潮社）
I太田との間に女児(太田治子)誕生。 ＊人間失格(1948年､筑摩書房）

｡
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